
Copyright © 2007 Musashino Art University. All Rights Reserved. 01

あ

か

さ

た

な

ま

や

ら

わ

A
B
C

D
E
F

G
H
I

J
K
L

M
N
O

P
Q
R

S
T
U

V
W
X

数
字

Y
Z

造形ファイル　http://zokeifile.musabi.ac.jp/

ビットマップデータ及びラスターデータは、画像を画素
の集合として表現するデータ形式です。
デジタルカメラで撮影したりスキャナで取り込んだ場
合、画像はデジタル化されます。アナログ量のデジタル
化（デジタイズ）には標本化と量子化が必要ですが、標
本化は画像を碁盤の目状の画素に分割することをいい、
量子化は画素の濃淡や色調を離散的な値にすることをい
います。この時、標本化の程度を加減することで解像度
を決定し、画素あたりの情報量（色深度）を加減するこ
とで白黒からフルカラーの画像を取り扱うことができま
す。デジタイズによって得られる画像の理論的なデータ
量は、画像の縦画素数と横画素数と色深度の積を８で
割った値（単位はバイト）となるので、解像度或いは色
深度を大きくするとデータ量は増大し、小さくすると
データ量は減少します。
ラスターデータとは、走査型の入出力デバイスなどで、
ビットマップデータの画素横一列を単位として取り扱う
状況を明確にする場合に用いられる呼称です。
画像データの解像度とは 1 インチ（25.4mm）を何画素
で標本化するかをいい、単位はドットパーインチ（dpi）
が用いられます。一般的に、印刷では 350dpi 程度、
Web では通信量を抑えるため 72dpi 程度の画像が用い
られます。
画像データをメディアに記録する際には多様なファイ
ル形式が選択できますが、TIFF や BMP のような非圧
縮（或いは可逆圧縮オプション付き）ファイル形式と、
JPEG に代表される非可逆圧縮を前提としたファイル形
式を、用途や目的によって使い分ける必要があります。
いずれのファイル形式であっても、ペイント系と呼ば
れる画像ツール（例：アドビシステムズ社の Photoshop
やフリーソフトの Gimp など）で取り扱うことができま
すが、編集や加工によって劣化した画質は回復する術が
無いので、取り扱いには細心の注意が必要です。
尚、ファイルサイズは、ヘッダセクションやカラーパレッ
トのサイズ、或いはパディングデータ量によって変動す
るので、非圧縮の時でも理論値と異なる場合があります。

ビットマップデータ・ラスターデータ

概要

びっとまっぷでーた ･らすたーでーた

ビットマップデータ・ラスターデータ

は

Photoshop（アドビシステムズ社）

Gimp（フリーソフトウェア）

画像（ビットマップデータ）の部分拡大図


